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「本懐」という言葉に初めて出会ったのは、学生時代に読んだ「男子の本懐」（城山三郎著）である。東京駅構内の新幹線への改

札近くの柱にプレートが掲げられており、その足下に小さな目印がある。1930年 11月14日に当時の内閣総理大臣 濱口雄幸が銃

弾に倒れた場所である。その濱口の言葉の「すでに決死だから、途中、何事か起こって中道で斃れるようなことがあっても、もとよ

り男子として本懐である」からその本のタイトルは引用された。

現在、筆者は大学の教員として研究と教育に携わっている。国の行く末を左右する内閣総理大臣が決死であるのに対し、筆者の仕

事は決死といえるかどうか…。しかし、どのような仕事であっても、それぐらいの気概を持って望みたいと若いときに感じたことを

覚えている。では、研究者や教育者の本懐とはどのようなものであろうか。研究者としては、どこかで見聞きしたような二番煎じの

研究ではなく、世界初のイノベーションとなる研究を行いたいと強く思う。学術研究による新しい発見や応用研究による社会への直

接的な貢献が研究者の目標である。本プロジェクトでは、特に「人に届く」関大メディカルポリマーとして、医工連携によって患者

と医師に届く医用材料と技術の開発が推進されている。本プロジェクトの成果が病で苦しんでいる方々の治療に役立ったときに、初

めて本懐を遂げたといえるのであろう。同様に学生時代に読んだ「匠の時代」（内橋克人著）第5巻では、倉敷中央病院とクラレに

よる人工補助肝臓や東京女子医科大学と東レによる人工透析装置の開発物語が紹介されている。本プロジェクトの模範となる医用材

料研究の歴史の一つであり、この分野での本懐を遂げられた研究者の気概には今読み返しても心が震える。

一方、教育者としては、学生たちの潜在能力を引き出し、社会に貢献する研究者や技術者を育成することが使命である。育った環

境も時代も全く異なる若い学生たちとの会話は、宇宙人と話しているように感じるときもある。彼らの人生の中では筆者との時間は

円と円との接点のような短い時間かもしれない。しかし、筆者自身が恩師に強く影響されてきたことを考えると、教育者の責任の重

さを痛感することも多い。企業研究者から卒業生が活躍しているとの話を耳にするたびに、当時の顔を一人ひとり思い出しながら教

育者として本懐を遂げた気持ちになる。また、研究でも如何にして次の世代へとバトンタッチを行うか、そのためには今何をなすべ

きか、これも次世代の教育と研究の発展には重要な課題である。学会などで若い研究者から筆者の研究や論文などが役に立ったと言

われると、研究者としてだけではなく、教育者としても率直にうれしく思う。先日KUMP国際シンポジウムの基調講演者である東京

女子医科大学の岡野光夫先生と昼食をご一緒させて頂いた際、「教授の役割とは良い論文や良い技術を発表するだけではなく、境界

領域などでは専門や背景の異なる研究者をまとめて挑戦するアカデミアを築くことである」とのお話があった。医用材料分野を牽引

されてきた先導的研究者の重みのある言葉である。

学生時代に大学教員を目指していなかった筆者が、多くの方々とのご縁によって関西大学で研究と教育を行う機会を頂き、ここま

で続けることができた。人生、何が幸いするかわからないものである。国語のテストのために覚えた「人間万事塞翁が馬」という諺

の意味を、最近は実感することも多い。研究者として、教育者として、自分の本懐は何であろうか。どこに辿り着けば本懐を遂げた

ことになるのであろうか。自問自答しながら日々の研究・教育に没頭し、濱口元内閣総理大臣のように「本懐である」といえるよう

な気概を持って仕事に取り組み続けたい。
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この研究ブランディング事業には、タイプAとBの二種類があり、我々はタイプB「世界展開型」としての採択を受けている（タ

イプA「社会展開型」は大都市圏の収容定員8,000人以上の大学は応募できない）。

「国際化」が国と国との間の活動を指す（国境が存在する）のに対し、「グローバル化」は、ある活動が（国境があたかも消失し

たかのように）国の枠を超えて行われることを指す。サイエンスは本来、国境の無い「グローバル」なものである。研究論文（英語）

を掲載している学術雑誌は、発行元や著者がどこの国に属しているかよりも、その学術的価値が重要であり、国際学会は、どこで開

催され、どの国の人が参加しているかよりも、発表される研究内容の方が重要である。そういう意味では、これらはグローバルな活動

と言える。しかし、研究のレベルの高さは国力の一つの反映であるし、科学界における国のプレステージを維持するには、権威ある

学術雑誌を擁しているかどうか、開催される国際シンポジウムに海外からどれだけ人を集められるかは重要である。何でもかんでも「グ

ローバル化」に流れるのではなく、各国の特徴や多様性を維持した上での「インターナショナル」な活動の重要性も忘れてはならない。

さて、この事業の「世界展開」は、英語で論文を発表し、国際学会で研究発表をしてさえいれば、順調に進んでいくのであろうか？ 

答えは否であろう。KUMPとは、本学開発の医療用高分子材料の総称であって特定の化合物名ではなく、「KUMP」という名称は個々

の論文や学会での研究発表にはほとんど登場しない。せいぜい、謝辞の欄に記載があるか、プレゼン画面の隅にロゴマークが入って

いる程度である。ブランド名「KUMP」とプロジェクトの全体像を周知させるためには、違った形での情報発信が必要である。自画

自賛ながら、2018年度はこの「世界展開」を大きく進めることができた年になったと自負している。

2019年 1月には当初の予定通り、KUMPを冠した国際シンポジウム (KUMP International Symposium) を開催した。シンポで

は基調講演として、我が国の医工連携の先駆けとして、東京女子医科大学・早稲田大学の連携による先端生命医科学研究所 (TWIns)

の創設を主導された東京女子医科大学・岡野光夫特任教授、2024年世界バイオマテリアル学会 (WBC) の議長を務める韓国Ajou大

学校・K. D. Park 教授に登壇いただいた。この他、提携大学である米国Clemson大学、タイChulalongkorn 大学を含む国内外から

の招待講演者10名を交え、プロジェクトメンバーが研究の進捗報告を行った。リップサービスもあるかと思うが、参加者、特に海

外招待講演者からの反響は上々であり、最大級の賛辞を頂戴した。我々のプロジェクトの意義と存在価値を理解していただけたので

はないかと思う。既存の国際学会で単に研究発表をしているだけでは、こうした周知活動はできない。参加した学生も、世界の著名な

研究者が一堂に会した様子を間近で見て、自身の参加しているプロジェクトが世界に繋がっていることが実感でき、大きな財産になっ

たことと思う。

8月には英国科学雑誌Research Features (Issue 129 , 2018)1) 誌上に、10月には世界最高峰の学術雑誌Nature（Vol. 562, No. 

7728, (2018)）2) の誌上に、プロジェクト概要と研究トピックスを紹介する英文記事を掲載した。これらも普通の研究論文では発信

することができない内容を含み、大いに意義があった。2018年 11月には、提携大学であるベルギーのLeuven 大学医学部、およ

びGhent 大学においてワークショップを開催し、メンバー3人による講演とプロジェクト紹介を行った。この他、国際メディアへの

プレスリリースも随時行っている。今後は、こうした対面による周知活動や、旧来メディア（雑誌、新聞など）による周知活動に加え、

SNSやWebなどの新メディアを通じた情報発信を、これまで以上に充実させる必要を感じている。

もちろん、我々の「世界展開」の最終目標は、開発した医療器材を実用化し、製品として世界中に行き渡らせる＝「人に届ける」

ことである。この実現には5年というスパンは短かく、息の長い粘り強い取り組みが必要である。しかし、決して諦めることなく、

不断の努力を続けていきたい。

1) https://researchfeatures.com/2018/08/22/ku-smart-tackling-medical-challenges-collaboratively/
2) https://www.nature.com/articles/d42473-018-00187-w
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